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１
．

し
ろ白
わ輪
ち
ょ
う

町

・
商
店
街
（
昼
）

昭
和
感
の
あ
る
商
店
街
。
程
よ
い
人
込
み
。

街
頭
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
は
白
輪
町
ソ
ン
グ
が
流
れ
て
い
る
。

親
し
そ
う
な
雰
囲
気
の
店
主
と
お
客
。
店
主
が
笑
う
と
そ
れ

に
つ
ら
れ
た
よ
う
に
客
が
笑
う
。

そ
の
笑
い
は
隣
の
店
へ
、
通
り
を
歩
く
人
へ
と
、
波
紋
の
様

に
不
気
味
に
広
が
っ
て
い
く
。

街
頭
ス
ピ
ー
カ
ー
の
声
「
犯
罪
ゼ
ロ
の
町
。

し
ろ白
わ輪
ち
ょ
う

町

。
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
に
感
謝
し
ま
す
」

２
．

白
輪
町
・
住
宅
街
（
昼
）

二
台
の
自
転
車
が
走
り
抜
け
る
。

先
頭
を
行
く
蓮
見
誠
（
２
３
）
、
真
新
し
い
制
服
姿
。

誠
、
確
か
め
る
よ
う
に
後
ろ
を
振
り
向
く
。

弓
削
達
也
（
３
８
）
、
落
ち
着
い
た
様
子
で
誠
に
続
く
。

達
也

「
誠
、
道
分
か
っ
て
ん
の
か
？
」

誠

「
余
裕
で
す
よ
」

と
言
い
な
が
ら
、
立
ち
こ
ぎ
に
切
り
替
え
る
。

３
．

白
輪
町
・
安
達
家
前
（
昼
）

誠
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
押
す
。
達
也
、
側
で
見
守
る
。

間
髪
入
れ
ず
、
玄
関
の
ド
ア
が
荒
々
し
く
開
く
。
安
達
孝
（

６
８
）
が
出
て
く
る
。

安
達

「
お
っ
せ
ー
ん
だ
よ
」

誠

「
警
察
で
す
。
白
和
交
番
の
蓮
見
で
す
。
通
報
を
受
け
て
伺
い
ま
し

た
」

弓
削

「
同
じ
く
弓
削
で
す
」

安
達
、
弓
削
を
見
て
、
怪
訝
な
顔
。

誠

「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
？
」

安
達

「
だ
か
ら
、
電
話
で
も
言
っ
た
だ
ろ
。
不
法
侵
入
だ
よ
」

誠

「
何
か
、
荒
ら
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
か
？
」

安
達

「
ゴ
ミ
が
戻
っ
て
ん
だ
よ
」
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誠

「
え
？
」

安
達

「
朝
出
し
た
ゴ
ミ
が
俺
の
と
こ
ろ
に
戻
っ
て
き
て
ん
の
」

誠
、
ゴ
ミ
袋
を
確
認
し
て
、

誠

「
こ
の
ゴ
ミ
…
…
で
す
か
？
」

弓
削

「
出
し
忘
れ
で
は
な
い
で
す
よ
ね
？
」

安
達

「
ち
げ
ー
よ
」

と
、
声
を
荒
げ
る
。

合
わ
せ
た
よ
う
に
近
所
の
人
が
わ
ら
わ
ら
と
出
て
く
る
。
全

員
、
口
元
に
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
る
。

安
達
、
そ
の
様
子
を
見
て
舌
打
ち
。

住
民
Ａ
、
誠
と
目
を
合
わ
せ
て
、
会
釈
す
る
。

住
民
Ａ
「
あ
り
ゃ
。
安
達
さ
ん
、
ま
た
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
」

住
民
Ｂ
「
大
丈
夫
で
す
よ
。
ま
た
、
私
た
ち
が
片
付
け
て
お
き
ま
す
か
ら
」

安
達
家
の
敷
地
へ
近
付
い
て
い
く
住
民
た
ち
。

安
達
、
声
を
荒
げ
て
、

安
達

「
お
前
ら
だ
ろ
う
が
」

誠
、
安
達
の
腕
に
手
を
添
え
る
。

誠

「
安
達
さ
ん
、
落
ち
着
い
て
下
さ
い
」

弓
削
、
住
民
た
ち
に
向
き
直
っ
て
、

弓
削

「
宜
し
け
れ
ば
、
あ
ち
ら
で
少
し
お
話
聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
も
良
い

で
す
か
？
」

と
、
穏
や
か
に
促
す
。

住
民
た
ち
、
抵
抗
も
な
く
つ
い
て
い
く
。

誠
、
そ
の
背
中
を
見
る
。

安
達

「
お
い
、
お
前
。
新
人
か
？
」

誠

「
バ
レ
ち
ゃ
い
ま
し
た
？
」

安
達

「
…
…
あ
い
つ
ら
に
は
気
を
付
け
ろ
よ
」

誠

「
え
？

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」

住
民
が
窓
か
ら
安
達
家
を
見
て
い
る
。

安
達
、
そ
れ
に
気
付
い
て
、

安
達

「
…
…
な
ん
で
も
な
い
」

誠

「
安
達
さ
ん
？
」

安
達
、
玄
関
の
中
へ
引
っ
込
む
。
ド
ア
が
静
か
に
閉
ま
る
。
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４
．

白
輪
町
・
交
番
・
執
務
ス
ペ
ー
ス
（
夜
）

弓
削
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
で
報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
。
誠
、

そ
れ
を
向
か
い
に
座
っ
て
見
て
い
る
。

誠

「
俺
、
書
き
ま
す
よ
？
」

弓
削

「
…
…
い
や
、
大
丈
夫
」

誠

「
安
達
さ
ん
、
平
気
っ
す
か
ね
？
」

弓
削

「
認
知
症
な
ら
ま
た
呼
ば
れ
る
か
も
な
」

誠
、
弓
削
に
鋭
い
視
線
を
向
け
て
、

誠

「
そ
れ
、
本
当
な
ん
で
す
か
ね
？
」

弓
削
の
手
が
止
ま
る
。
タ
イ
プ
音
が
消
え
、
静
寂
。

女
性
の
声
「
あ
の
ー
…
…
す
み
ま
せ
ん
」

誠
、
立
ち
上
が
り
、
入
口
へ
向
か
う
。

×

×

×

弓
削
、
難
し
い
顔
を
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
座
っ
て
い
る
。

delete

ボ
タ
ン
を
押
す
指
。

パ
ソ
コ
ン
画
面
。
文
章
が
消
え
て
い
く
。

誠
、
戻
っ
て
く
る
。

弓
削
、
そ
れ
に
気
付
き
、
急
い
で
パ
ソ
コ
ン
を
閉
じ
る
。

誠

「
終
わ
り
ま
し
た
？
」

弓
削

「
あ
あ
…
…
」

誠
、
弓
削
を
見
つ
め
る
。

弓
削
、
誠
の
方
を
見
る
。

誠
、
笑
顔
で
、

誠

「
俺
、
パ
ト
ロ
ー
ル
行
っ
て
き
ま
す
ね
」

５
．

白
輪
町
・
商
店
街
（
夜
）

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
閉
ま
っ
た
お
店
が
並
ぶ
。
ど
の
お
店
に
も
「

犯
罪
ゼ
ロ
の
町
」
と
書
か
れ
た
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

誠
、
ゆ
っ
く
り
と
通
り
抜
け
て
い
く
。
白
輪
町
ソ
ン
グ
を
鼻

歌
で
歌
う
。

６
．

白
輪
町
・
安
達
家
前
（
夜
）

パ
ト
ロ
ー
ル
中
の
誠
が
通
り
が
か
る
。

安
達
家
、
電
気
が
消
え
て
い
る
。
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誠
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
自
転
車
を
止
め
、
安
達
家
を
見

る
。

（
小
学
校
高
学
年
程
度
の
）
子
ど
も
が
、
安
達
家
に
近
付
く
。

手
に
は
ゴ
ミ
袋
。

子
ど
も
、
ゴ
ミ
袋
を
安
達
家
の
敷
地
へ
投
げ
入
れ
る
。

誠
、
急
い
で
近
付
き
、

誠

「
お
ー
い
、
ど
う
し
た
？
」

子
ど
も
、
不
思
議
そ
う
な
顔
。

誠

「
今
、
な
ん
か
投
げ
た
で
し
ょ
？
」

子
ど
も
、
誠
を
ジ
ッ
と
見
て
、

子
ど
も
「
…
…
み
ん
な
や
っ
て
る
か
ら
」

子
ど
も
の
口
元
に
笑
み
。

誠
、
ハ
ン
ド
ル
を
強
く
握
る
。
表
情
は
見
え
な
い
。

７
．

白
輪
町
・
交
番
（
朝
）

誠
、
伸
び
を
し
な
が
ら
執
務
ス
ペ
ー
ス
か
ら
出
て
く
る
。

既
に
待
機
し
て
い
る
弓
削
に
近
付
い
て
、

誠

「
天
気
、
い
い
っ
す
ね
」

住
民
Ｂ
、
慌
て
た
様
子
で
走
っ
て
く
る
。

息
を
き
ら
し
て
、

住
民
Ｂ
「
あ
の
、
す
み
ま
せ
ん
」

弓
削

「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
？
」

住
民
Ｂ
「
あ
の
…
…
安
達
さ
ん
が
―
―
」

誠
、
飛
び
出
し
て
い
く
。

８
．

白
輪
町
・
交
番
・
執
務
ス
ペ
ー
ス
（
夕
）

夕
日
が
差
し
込
む
。

誠
、
コ
ー
ヒ
ー
の
準
備
を
し
て
い
る
。

弓
削
、
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
座
っ
て
い
る
。

誠

「
ブ
ラ
ッ
ク
で
す
よ
ね
？
」

弓
削

「
あ
あ
…
…
」

誠

「
心
不
全
、
で
す
か
」

弓
削
、
無
言
で
タ
イ
ピ
ン
グ
。

誠
、
コ
ー
ヒ
ー
を
持
っ
て
弓
削
に
近
付
く
。
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誠

「
先
輩
、
マ
ジ
で
そ
れ
俺
が
や
り
ま
す
よ
」

弓
削

「
い
い
」そ

う
言
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
を
閉
じ
る
。

誠
、
弓
削
に
コ
ー
ヒ
ー
を
か
け
る
。

弓
削

「
あ
っ
つ
！
」

誠
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
奪
う
。

弓
削
、
取
り
返
そ
う
と
抵
抗
す
る
。

誠
、
弓
削
を
投
げ
飛
ば
す
。

弓
削
、
壁
に
叩
き
つ
け
ら
れ
る
。
苦
し
そ
う
な
表
情
。

誠
、
パ
ソ
コ
ン
を
開
き
、
画
面
を
見
つ
め
る
。

誠

「
…
…
こ
れ
じ
ゃ
、
ダ
メ
で
す
よ
」

弓
削

「
…
…
お
前
」

誠

「
先
輩
も
分
か
っ
て
る
で
し
ょ
？
」

弓
削
、
無
言
。

誠

「
安
達
さ
ん
ま
で
…
…
」

弓
削

「
ち
が
っ
―
―
」

誠

「
ゼ
ロ
な
ん
で
す
よ
」

外
か
ら
、
笑
い
声
。

誠
、
そ
の
音
に
耳
を
傾
け
る
。

弓
削
の
顔
を
覗
き
込
ん
で
、

誠

「
ほ
ら
、
み
ん
な
、
そ
う
し
て
ま
す
よ
」

９
．

白
輪
町
・
土
手
（
昼
）

二
台
の
自
転
車
が
走
っ
て
い
る
。

先
頭
は
弓
削
。
疲
れ
き
っ
た
表
情
。

そ
の
後
ろ
に
誠
。

誠

「
せ
ん
ぱ
ー
い
」

弓
削
、
無
視
す
る
。

誠
、
軽
く
ベ
ル
を
鳴
ら
す
。

弓
削
、
ビ
ク
っ
と
し
て
、
軽
く
後
ろ
を
振
り
返
る
。

誠
、
住
民
と
同
じ
笑
顔
。

真
顔
に
戻
っ
て
、
独
り
言
の
よ
う
に
、

誠

「
…
…
す
ぐ
に
慣
れ
ま
す
よ
」

（
お
わ
り
）


